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教
育
委
員
会
で
の
１
年
半
に
わ
た
る
議
論
の
結
果
を
提
言
と
し
て
整
理
し
て

９
月
23
日
に
町
長
へ
提
出
し
、
町
の
判
断
に
至
り
ま
し
た（
右
の
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
取
り
組
み
の
経
緯
で
す
。
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■
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
波
を
受
け
、

教
育
委
員
会
が
調
査
・
検
討
を
開
始

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
流
れ
を
受
け
、
当
町

で
も
０
歳
か
ら
14
歳
の
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
が
平
成
25
年
２
月
に
、

寄
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
で
構
成
す
る
「
寄

地
区
学
校
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で
議
論
を
重
ね
、

「
寄
地
区
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
を
存
続
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
答
申
を
得
ま
し
た
が
、

２
〜
３
年
後
に
も
う
一
度
見
直
し
を
行
う
と
い
う

意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
数
は
そ
の
後
も
減
少
し
、
平

成
29
年
度
に
は
、
寄
小
・
中
学
校
す
べ
て
の
学
年

が
10
人
を
割
る
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
は
、
互

い
に
連
携
し
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
と
成
長
を
保
障
す
る

よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
児
童
生
徒
数
の
極
端
な

減
少
や
小
・
中
学
校
の
小
規
模
化
が
進
み
、
教
育

環
境
や
学
校
運
営
な
ど
に
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る

現
状
を
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
本
当
に
良
い
の
か
、

学
校
規
模
の
適
正
化
を
巡
る
問
題
は
、
町
の
大
き

な
教
育
課
題（
左
囲
み
は
課
題
の
例
）と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

■
住
民
意
見
の
収
集
と
提
言
書
の
提
出

　

児
童
生
徒
の
減
少
が
教
育
環
境
に
与
え
る
影
響

を
把
握
す
る
た
め
に
、教
育
委
員
会
で
は
平
成
27

年
度
か
ら
、「
町
立
幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の
適
正
規

模
・
配
置
の
あ
り
方
」に
関
す
る
意
見
を
保
護
者
や

地
域
住
民
に
伺
い
ま
し
た（
左
囲
み
の
と
お
り
）。

　

右
の
と
お
り
町
の
教
育
環
境
の
現
状
を
お
伝
え

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
最
善
策
を
１
年
４

か
月
に
わ
た
っ
て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
の
皆
様
や
学
校
関
係
者
の
ご
意
見
を
参

考
に
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
で

慎
重
に
検
討
し
た
結
果
が
次
の
提
言
と
な
り
ま
し

た
。

■
町
教
育
委
員
会
が
町
へ
提
出
し
た
提
言

書
の
要
旨

●
「
寄
中
学
校
は
、
松
田
中
学
校
に
統
合
の
方
向

性
が
望
ま
し
い
」

●
「
幼
稚
園
、
小
学
校
は
、
現
状
の
ま
ま
存
続
を

す
る
の
が
望
ま
し
い（
た
だ
し
、
3
年
を
経
過

し
た
時
点
で
改
め
て
検
証
を
行
い
、
必
要
に
応

じ
て
対
応
す
る
）」

　

そ
し
て
、
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
１
年
半
に
わ

た
る
議
論
を
「
提
言
書
」
と
し
て
ま
と
め
、
９
月
23

日
に
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み

９月23日教育委員会より
町へ提言書を提出

松田の子どもたちのために

平成22年 平成24年 平成26年 平成27年 平成30年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年
惣領地区 652 608 563 544 489 455 405 336 290 251
庶子地区 327 293 273 260 219 192 154 132 111 95
神山地区 95 89 83 80 67 61 54 45 38 31
寄 地 区 183 165 148 138 128 121 123 99 89 75
計 1,257 1,155 1,067 1,022 903 829 736 612 528 452

≪提言書提出までの経過≫
○座談会（平成27年７月～平成28年２月に５回開催）
○アンケート調査：（町民・保護者・児童生徒・教員（平成27
年12月）回答率52.6％

○町民説明会
　・平成28年６月に３回開催　参加者25人
　・平成28年８月に２回開催　参加者46人
　・平成28年９月に４回開催　参加者49人
○保護者説明会（平成28年７月に１回開催 参加者23人）
○町民意見（パブリックコメント）の募集（平成28年８月）
応募数５人・12件（本紙８月号に掲載）

　※パブリックコメントの結果は、町公式サイトをご覧ください。

今後の予定
　統合準備委員会（仮称）を設置し、
通学手段、児童生徒への対応、さま
ざまな事務的な調整や、統合に向け
た施設・設備などの問題について、
慎重に進めて参ります。

　町では、新しい松田町の教育づくりを保護者や地域住民との
合意形成を大切にしながら推進していきます。

【問い合わせ】町教育委員会（教育課学校教育係）　☎（83）7023

≪生徒数が少ないことによる教育の課題≫
◇教職員の絶対数が少なくなり、教科に応じた教
職員の配置が難しい。
◇運動会や音楽活動などの集団教育活動や部活動
に制約が生じる。
◇多様な考え方に触れ、互いに認め、協力し合い、
切磋琢磨する機会などが確保しにくい。
◇人間関係において互いの評価が固定化しやすく、
クラス替えなどによる問題解決の手法がとれない。
◇指導計画、評価計画、教材研究を全て個人作業で
行うなど、教職員個々の負担が大きい。

松田町０～14歳　人口総計の推移
　この表は、国勢調査人口を基準にコー
ホート法で算出したものです。よって、松
田町総合戦略における「松田町人口ビジョ
ン」に掲げる目標人口で位置づけたもの
ではありません。


